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新規ドラッグデリバリーシステムの開発に関して 

科学技術振興機構と委託契約を締結 

 
  
 独立行政法人科学技術振興機構が公募した平成 25 年度 第 2 回「研究成果最適

展開支援プログラム産学協同促進ステージ ハイリスク挑戦タイプ」に、当社と独立行

政法人国立精神・神経医療研究センターが共同応募した課題「アデノ随伴ウイルス

(AAV)中空粒子を用いる臓器特異的ドラッグデリバリーシステムの臨床応用に向けた

開発」が新規課題として採択され、この度科学技術振興機構との開発委託契約を締

結しました。 
 
 アデノ随伴ウイルス中空粒子を用いたドラッグデリバリーシステムは、アデノ随伴ウイ

ルスに病原性がないことによる高い安全性と、ウイルス型による臓器への感染性の違

い、ウイルスの取扱いの容易さ、粒子に包埋された薬剤の高い安定性といった利点が

あり、核酸医薬などの薬剤を、目標とする臓器に安定的に送達・導入可能なシステム

が構築できると期待されています。 
 
本採択課題の概要は以下の通りです。 
 
委託元 ： 独立行政法人科学技術振興機構 
実施内容 ： アデノ随伴ウイルス中空粒子を用いた臓器特異的な薬剤のドラッグデリバ

リーシステムの臨床応用を目的とした開発を行う。 
① アデノ随伴ウイルス中空粒子の安定した大量製造法及び GMP 製造

法の確立 
② アデノ随伴ウイルス中空粒子への薬剤導入効率試験系の構築 
③ 動物モデルを用いた本手法の検証 

委託期間 

委託費用 

： 

: 

平成 25 年 12 月 1 日から平成 28 年 11 月 30 日 
総額 5,998 万円（税込） 

 
 アデノ随伴ウイルスベクターは、2012 年に欧米で初めて認可された遺伝子治療薬に

利用されたため遺伝子治療分野において注目を集めており、当社も同ウイルスベクタ

ー関連の研究用試薬の開発・販売、ベクターの製造受託を行っています。 
 
本事業において当社は、これまで蓄積してきたアデノ随伴ウイルスを含むウイルス
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ベクターの製造に関するノウハウを活かし、アデノ随伴ウイルス中空粒子の安定した大

量製造法及び、中空粒子のGMP製造法開発の部分を担当することにより、筋ジストロ

フィーやがんなど種々の遺伝病に応用可能な、新規の臓器特異的ドラッグデリバリー

システムの開発に貢献していきます。 
  
（ご参考）科学技術振興機構ホームページ 
平成２５年度第２回募集新規課題 一覧 
http://www.jst.go.jp/pr/info/info995/besshi1.html 
 

 
当資料取り扱い上の注意点 
資料中の当社による現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績
に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づく
ものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなさ
れたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得る
ことをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レート
の変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の
販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な
判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。 

 
                                       

 
 
 
 
 

  

この件に関するお問い合わせ先 

タカラバイオ株式会社 
事業開発部 

Tel 077-543-7212 

http://www.jst.go.jp/pr/info/info995/besshi1.html�
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＜参考資料＞ 
 
【語句説明】 

 アデノ随伴ウイルスは、ヒトや動物に感染する病原性をもたないウイルスであり、

遺伝子治療用ベクターとして低免疫原性、低毒性、長期発現性という長所を併

せ持つことから、全世界で遺伝子治療臨床開発が進められています。アデノ随伴

ウイルスには多くの血清型が存在し、臓器特異的に感染することが知られています。 

アデノ随伴ウイルス（AAV） 

 

 アデノ随伴ウイルスのゲノムを保持しない、アデノ随伴ウイルスの外殻タンパク質で

す。内部に薬剤、核酸、抗体、タンパク質などを包埋することで、目的物質を目標とす

る臓器に送達・導入することができます。 

アデノ随伴ウイルス中空粒子 

 

 ドラックデリバリーシステムとは、病気の治療等に必要な薬物を、効果を発揮させるた

めに必要な量を必要な時に体内の目的の部位に送り届ける手法のことです。 

ドラックデリバリーシステム 

 

 GMP とは、Good Manufacturing Practice の略で、医薬品を製造する際に遵守す

べき「医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品質管理規則」を指します。GMP は、

安全で品質が担保された医薬品を供給するため、医薬品の製造時の管理、遵守事項

を各国の規制当局が定めたものです。 

GMP製造 

 

 アデノ随伴ウイルスベクターは、遺伝子導入用にアデノ随伴ウイルスを人工的に改

変して作製したベクターです。遺伝子導入できる大きさが 4,500塩基程度と小さいです

が、病原性がないウイルス由来のものであり安全性が高いことや、物理化学的に安定

で、精製操作が比較的簡便であることから、遺伝子治療や動物個体への遺伝子導入

用ベクターとして注目されています。また、宿主域が広く、神経などの非分裂細胞にも

遺伝子導入できるという利点があります。 

アデノ随伴ウイルスベクター 
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